
万国の労働者団結せよ！万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！
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今
年
中
の
改
憲
発
議

め
ざ
す
安
倍
政
権

一
月
二
十
二
日
、
通
常
国
会
召
集

日
に
開
か
れ
た
自
民
党
の
両
院
議

員
総
会
で
、
首
相
の
安
倍
は
、
憲

法
「
改
正
」
に
触
れ
て
「
い
よ
い

よ
実
現
す
る
時
を
迎
え
て
い
る
。

そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
こ
う
で

は
な
い
か
」
と
国
会
議
員
た
ち
に

は
っ
ぱ
を
か
け
た
。
そ
し
て
同
じ

日
の
施
政
方
針
演
説
で
も
、「
国

の
か
た
ち
、
理
想
の
姿
を
語
る
の

が
憲
法
だ
。
各
党
が
憲
法
の
具
体

的
な
案
を
国
会
に
持
ち
寄
り
、
憲

法
審
査
会
に
お
い
て
、
議
論
を
深

め
、
前
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
、
改
憲
に
向
け
た
意

欲
を
重
ね
て
示
し
た
。
政
府
自
民

党
は
、
改
憲
発
議
を
今
の
通
常
国

会
終
盤
か
、
秋
の
臨
時
国
会
で
行

な
い
、
改
憲
の
国
民
投
票
を
今
年

末
か
、
遅
く
と
も
一
九
年
春
ま
で

に
実
施
す
る
行
程
表
を
え
が
い
て

い
る
。
一
九
年
四
月
か
ら
五
月

は
、
天
皇
の
代
替
わ
り
が
あ
り
、

夏
に
は
参
院
選
が
あ
る
の
で
、
何

と
し
て
も
そ
の
前
に
国
民
投
票
を

済
ま
せ
て
お
き
た
い
の
だ
。
自
民

党
の
憲
法
改
正
推
進
本
部
は
、
党

の
改
憲
案
づ
く
り
に
向
け
、
三
月

の
党
大
会
ま
で
に
自
衛
隊
の
九
条

へ
の
明
記
や
緊
急
事
態
条
項
に
つ

い
て
党
内
の
意
見
の
一
本
化
を
め

ざ
す
と
確
認
し
て
い
る
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
を

持
つ
自
衛
隊

明
文
改
憲
に
向
け
た
準
備
が
進
む

一
方
で
、
一
昨
年
に
成
立
し
た
安

保
関
連
法
（
戦
争
法
）
に
基
づ
い

て
自
衛
隊
を
軍
事
攻
撃
の
で
き
る

軍
隊
に
変
え
て
い
く
プ
ロ
セ
ス

（
実
質
的
な
九
条
改
憲
）
が
、
自

衛
隊
の
任
務
の
面
で
も
兵
器
や
装

備
の
面
で
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で

い
る
。

施
政
方
針
演
説
の
中
で
、
安
倍
は

「
北
朝
鮮
情
勢
が
緊
迫
す
る
中
、

自
衛
隊
は
は
じ
め
て
米
艦
艇
と
航

空
機
の
防
護
の
任
務
に
あ
た
っ

た
」
と
報
告
し
た
。
こ
れ
は
、
安

保
関
連
法
に
基
づ
き
、
朝
鮮
を
け

ん
制
す
る
た
め
に
日
本
周
辺
に
飛

来
し
た
米
軍
の
Ｂ
１
戦
略
爆
撃
機

と
航
空
自
衛
隊
の
戦
闘
機
が
共
同

訓
練
し
た
際
に
自
衛
隊
機
に
防
護

任
務
が
付
与
さ
れ
た
事
例
を
指

す
。
も
し
爆
撃
機
が
朝
鮮
半
島
に

向
か
い
朝
鮮
軍
機
か
ら
攻
撃
を
受

け
る
よ
う
な
事
態
が
起
き
た
場

合
、
防
護
任
務
が
付
与
さ
れ
て
い

る
自
衛
隊
は
応
戦
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
こ
れ
は
非
常
に
重
大

な
問
題
だ
。
自
衛
隊
が
朝
鮮
軍
と

戦
火
を
交
え
る
危
険
性
の
あ
っ
た

訓
練
が
国
民
に
は
ま
っ
た
く
知
ら

さ
れ
ず
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦

や
哨
戒
機
が
、
黄
海
・
日
本
海

で
、
朝
鮮
の
船
の
監
視
（
＝
「
臨

検
」
活
動
の
一
環
、
相
手
の
出
方

に
よ
っ
て
は
戦
闘
に
な
る
危
険
性

が
あ
る
）
を
昨
年
十
二
月
か
ら
行

な
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
も
九
条
二
項

（
交
戦
権
の
否
認
）
を
空
洞
化
す

る
行
動
で
あ
る
。

軍
備
の
面
で
は
、
従
来
の
憲
法
解

釈
で
は
認
め
て
こ
な
か
っ
た
敵
基

地
攻
撃
能
力
を
持
つ
新
型
兵
器

が
、
朝
鮮
や
中
国
の
「
軍
事
的
脅

威
」
を
口
実
に
し
て
公
然
と
導

入
・
配
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。

秋
田
県
と
山
口
県
に
配
備
が
計
画

さ
れ
て
い
る
地
上
型
弾
道
ミ
サ
イ

ル
迎
撃
シ
ス
テ
ム
＝
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
や
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ

３
５
Ａ
と
こ
れ
に
搭
載
で
き
る
五

〇
〇
キ
ロ
の
射
程
を
持
つ
長
距
離

巡
航
ミ
サ
イ
ル
（
Ｊ
Ｓ
Ｍ
）
は
、

憲
法
九
条
に
真
向
か
ら
敵
対
・
挑

戦
す
る
攻
撃
型
の
兵
器
だ
。
ま
た

海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭

載
型
護
衛
艦
「
い
ず
も
」
を
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
を
備
え
る
最
新
鋭

戦
闘
機
Ｆ
３
５
Ｂ
が
発
着
で
き
る

航
空
母
艦
に
改
修
す
る
計
画
も
あ

る
（
米
軍
機
の
発
着
や
給
油
も
可

能
）。
こ
れ
ま
で
の
政
府
見
解
で

は
、
攻
撃
型
空
母
の
保
有
は
許
さ

れ
て
い
な
い
。

専
守
防
衛
の
建
前
を
か
な
ぐ
り
捨

て
敵
基
地
攻
撃
へ
と
自
衛
隊
の
性

格
は
大
き
く
変
え
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。そ
の
こ
と
は
、年
内
に
策

定
さ
れ
る「
新
防
衛
計
画
の
大
綱
」

に
も
反
映
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

安
保
法
成
立
以
降
の
日
米
軍
事
同

盟
の
強
化
と
自
衛
隊
の
戦
争
が
で

き
る
軍
隊
へ
の
転
換
（
実
質
的
改

憲
）、
そ
し
て
二
〇
二
〇
年
を
め

ざ
し
て
進
め
ら
れ
る
明
文
改
憲
の

動
き
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
両
面
の

改
憲
攻
撃
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
こ
の
闘
い
の
最
重

要
課
題
の
ひ
と
つ
が
、
朝
鮮
敵
視

政
策
と
の
闘
い
で
あ
る
。

ひ
と
つ
の
例
を
示
そ
う
。
時
事
通

信
の
世
論
調
査
（
一
月
十
二
～
十

五
日
）
で
は
、
政
府
の
長
距
離
巡

航
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
に
つ
い
て

「
賛
成
」
四
九
・
六
％
、「
反
対
」

三
八
・
三
％
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査

（
十
二
月
八
日
～
十
日
）
の
同
じ

質
問
で
は
、「
必
要
」
三
九
％
、

「
必
要
で
な
い
」
一
七
％
、「
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
」
三
五
％
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果
に

は
、
政
府
・
マ
ス
コ
ミ
一
体
と
な

っ
た
朝
鮮
の
「
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
」

脅
威
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
浸
透
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。
安
倍
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
番
組
で
、
二
〇
一
八
年
度
予

算
案
に
長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の

導
入
費
用
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
朝
鮮
の

「
軍
事
的
脅
威
」
を
念
頭
に
お
き

つ
つ
「
国
民
の
命
を
守
り
抜
い
て

い
く
た
め
に
は
、
相
当
質
の
高
い

防
衛
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
と

思
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

南
北
対
話
に
敵
対
す

る
安
倍
政
権

年
初
か
ら
は
じ
ま
っ
た
朝
鮮
と
韓

国
の
南
北
対
話
の
動
き
に
対
し

て
、
日
本
の
政
府
と
マ
ス
コ
ミ
は

一
貫
し
て
敵
対
す
る
態
度
を
取
り

続
け
て
い
る
。

一
月
九
日
に
約
二
年
ぶ
り
に
実
現

し
た
南
北
会
談
。
そ
こ
で
発
表
さ

れ
た
共
同
声
明
文
は
、
平
昌
五
輪

の
問
題
だ
け
で
な
く
、「
南
北
関

係
で
提
起
さ
れ
た
す
べ
て
の
問
題

を
わ
れ
わ
れ
民
族
が
朝
鮮
半
島
問

題
の
当
事
者
と
し
て
対
話
と
交
渉

を
通
じ
、
解
決
し
て
い
く
」
こ
と

を
確
認
し
た
。
遮
断
し
て
い
た
軍

事
通
信
線
（
偶
発
的
な
衝
突
を
防

ぐ
た
め
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
も
開

通
。
朝
鮮
の
平
昌
五
輪
へ
の
参
加

が
決
定
し
、
開
会
式
の
「
統
一

旗
」
で
の
合
同
入
場
行
進
、
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
合
同
チ
ー
ム
結
成

も
決
ま
り
、
す
で
に
朝
鮮
の
選
手

と
大
会
関
係
者
は
韓
国
に
入
っ
て

い
る
。

米
韓
は
五
輪
開
催
中
（
二
月
九
日

～
二
十
五
日
）
の
合
同
軍
事
演
習

を
延
期
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
ト

ラ
ン
プ
は
、
南
北
対
話
を
「
一
〇

〇
％
支
持
す
る
」
と
表
明
、
さ
ら

に
「
南
北
対
話
中
は
い
か
な
る
軍

事
行
動
も
行
な
わ
な
い
」「
適
切

な
時
期
と
状
況
下
で
、
米
国
は
北

朝
鮮
と
対
話
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
韓
国
側
に
約
束
し
た
も
の

の
、
か
れ
の
日
頃
の
言
動
か
ら
考

え
れ
ば
、
胡
散
臭
い
こ
と
こ
の
う

え
な
い
。
現
に
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

い
っ
た
ん
延
期
し
た
合
同
軍
事
演

習
を
五
輪
終
了
後
た
だ
ち
に
再
開

す
る
こ
と
を
決
め
た
で
は
な
い

か
。
中
国
や
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
主

要
国
は
こ
の
対
話
＝
緊
張
緩
和
の

動
き
を
も
ち
ろ
ん
歓
迎
し
た
。

そ
の
中
で
、「
圧
力
」
一
辺
倒
で

対
話
路
線
を
攻
撃
し
て
き
た
安
倍

政
権
だ
け
は
、
従
来
の
路
線
に
固

執
し
、
国
内
外
で
「
北
朝
鮮
ペ
ー

ス
の
会
談
」「
日
米
韓
同
盟
の
分

断
が
狙
い
」
な
ど
、
対
話
の
動
き

に
対
し
悪
意
に
満
ち
た
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い

る
。

外
相
の
河
野
は
、
カ
ナ
ダ
で
の
二

〇
か
国
外
相
会
合
で
「
北
朝
鮮
の

『
微
笑
外
交
』
に
目
を
奪
わ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
」「
北
朝
鮮
と
の

外
交
関
係
を
断
ち
、
北
朝
鮮
労
働

者
を
送
還
す
る
。
こ
う
し
た
措
置

を
通
じ
て
の
み
、
北
朝
鮮
の
政
策

を
変
え
ら
れ
る
」
な
ど
と
、
参
加

国
に
朝
鮮
と
の
断
交
ま
で
迫
っ

た
。
明
ら
か
な
内
政
干
渉
行
為

だ
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
と
し
た
マ
ス
コ

ミ
も
、
韓
国
内
の
保
守
派
の
声
の

み
を
取
り
上
げ
て
「
平

ピ
ョ
ン

昌
チ
ャ
ン

五
輪

で
は
な
く
平

ピ
ョ
ン

壌ヤ
ン

五
輪
」
な
ど
と

五
輪
を
通
じ
た
和
平
の
努
力
を
揶

揄
・
冷
笑
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

繰
り
広
げ
て
い
る
。

和
平
実
現
の
闘
い
と

改
憲
阻
止
の
闘
い

な
ぜ
安
倍
た
ち
は
こ
ん
な
に
し
つ

よ
う
に
対
話
の
動
き
を
攻
撃
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
対
話
・
交
渉
に
よ

っ
て
問
題
解
決
の
展
望
が
開
か
れ

れ
ば
、「
圧
力
」
一
辺
倒
路
線
の

破
た
ん
が
明
白
と
な
る
か
ら
だ
。

和
平
の
動
き
が
進
展
し
極
東
ア
ジ

ア
の
軍
事
的
緊
張
が
弱
ま
れ
ば
、

「
わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

環
境
の
か
つ
て
な
い
厳
し
さ
」
を

口
実
に
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
軍

事
力
の
増
強
も
、
日
米
同
盟
の
強

化
も
、
九
条
改
憲
も
、
そ
の
主
要

な
「
根
拠
」
を
失
う
こ
と
に
な
る

か
ら
だ
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
少
な
く
と
も
表

向
き
は
「
対
話
支
持
」
を
打
ち
出

し
、
日
本
政
府
だ
け
が
取
り
残
さ

れ
る
形
と
な
る
中
で
、
あ
れ
ほ
ど

五
輪
出
席
を
嫌
が
っ
て
い
た
安
倍

も
開
会
式
へ
の
参
加
を
表
明
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
決
し
て
こ

の
南
北
対
話
の
進
展
を
楽
観
視
し

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
米
帝
国

主
義
の
朝
鮮
半
島
政
策
の
基
本
は

社
会
主
義
朝
鮮
を
倒
す
こ
と
に
あ

る
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
軍
事

的
な
選
択
肢
を
手
放
す
こ
と
は
な

い
。
韓
国
内
で
は
五
輪
問
題
を
取

り
上
げ
て
の
保
守
派
の
巻
き
返
し

が
強
ま
り
、
文ム

ン

政
権
の
支
持
率
は

下
落
傾
向
に
あ
る
。
そ
し
て
日
本

政
府
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え

て
南
北
対
話
を
ぶ
ち
壊
す
た
め
の

卑
劣
な
工
作
を
続
け
る
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
、
進
み
始
め
た
こ
の

対
話
と
緊
張
緩
和
の
動
き
を
後
退

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
前
進
さ

せ
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
の
な
し

う
る
こ
と
を
実
践
し
よ
う
。
安
倍

政
権
が
目
論
む
朝
鮮
敵
視
政
策
を

テ
コ
に
し
た
改
憲
策
動
と
闘
お

う
。
今
こ
そ
、
日
本
に
お
け
る
改

憲
阻
止
の
闘
い
と
朝
鮮
半
島
に
お

け
る
和
平
実
現
の
闘
い
と
の
強
固

な
連
帯
が
必
要
だ
。�【
大
山
　
歩
】

改
憲
阻
止
の
闘
い
と
朝
鮮
半
島
の
緊
張
緩
和
は
不
可
分

安
倍
政
権
は
南
北
対
話
へ
の
敵
対
を
や
め
よ
！

２・15労働者集会

安
倍
一強
体
制
下
で
の
労
働
組
合
の
役
割

講
師
＝
唐
澤
武
臣（
国
労
本
部
前
書
記
長
）

２
月
15
日
㈭　

午
後
18
時
半
〜（
₁₈
時
開
場
）

会　

場
＝
東
京
・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー　

参
加
費
＝
八
〇
〇
円

問
合
せ
＝
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！　
₉₆
条
改
悪
反
対
連
絡
会
議（
☎
〇
三
―
五
八
〇
ニ
―
三
八
〇
九
）

︿
沖
縄
﹀
〈
ル
ポ
〉
名
護
市
長
選
目
前
の
辺
野
古
現
地
へ
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
面

︿
沖
縄
﹀  

違
法
な
千
代
田
陸
自
基
地
建
設
工
事
の
中
断
を
求
め
る
（
宮
古
島
）…
…
…
…
３
面

︿
政
治
﹀  

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
訓
練
反
対
！
　
神
奈
川
県
庁
に
抗
議
！
 …
…
…
…
…
…
…
…
４
面

︿
政
治
﹀
〈
声
明
〉「
日
韓
合
意
」
は
解
決
で
は
な
い
　
政
府
は
加
害
責
任
を
果
た
せ
 
…
５
面

︿
文
化
﹀
〈
時
評
〉『
ロ
シ
ア
革
命
　
破
局
の
８
か
月
』（
池
田
嘉
郎
著
）
を
め
ぐ
っ
て
 …
６
面

︿
文
化
﹀
〈
書
評
〉『
労
働
者
階
級
の
反
乱 

』
／
『
歌
集
　
青
の
時
計
』 
…
…
…
…
…
７
面

︿
文
化
﹀
〈
映
画
評
〉『
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
　
隠
さ
れ
た
動
機
』 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

おもな内容

辺
野
古
の
海
へ
の
土
砂
搬
入
を
や
め
ろ
！　

運
動
へ
の
不
当
弾
圧
を
糾
弾
す
る
！

写
真
右
上
＝
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
の
抗
議
、
右
下
＝
稲
嶺
進
名
護
市
長
の
三
選
を
め
ざ
す
総
決
起
集
会
、
左

下
＝
不
当
逮
捕
に
対
し
名
護
警
察
署
前
で
抗
議
（
い
ず
れ
も
一
月
二
十
三
日
、
撮
影
＝
土
田
宏
樹
、
関
連
記
事
２
面
）


